
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

軽トラ移動板倉事務所をお披露目 

 南三陸町産材を活用した家づくりを推進してい

る「南三陸木の家づくり互助会」の 6 月定例会が

24 日、戸倉の「軽食ちょこっと」で開催されまし

た。当日は、志津川袖浜にある金秀寺の酒井禅悦住

職が、5 月に完成した軽トラを活用した板倉の移動

事務所を会員に披露しました。5 月末から、京都、

出雲大社、伊勢神宮を廻る 9 日間のキャンピングツ

アーを敢行した酒井住職は「快適な旅だった。板倉

のキャンピングカーを広めたい」と話しました。 
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一般社団法人 復興みなさん会 

 
復興みなさん会は平成２３年１０月から、南三陸町内で東日本大震災の復興支援を継続しています。 

町内外の皆さまに当会の活動の内容をご理解いただくとともに、復興の最新情報をお伝えすることで、

共に地域の再建への道を歩んでいただけるよう『南三陸復興まちづくり通信』を毎月発行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興まちづくり通信 
 

ＢＲＴ清水浜―歌津間を専用道で供用開始！ 

 ＪＲ気仙沼線ＢＲＴの専用道が６月１５日から、

南三陸町内の清水浜―歌津間 4.4 ㌔で新たに供用を

開始しました。専用道そばに移設された清水浜、歌

津（＝写真）両駅には待合室やトイレ、バスの現在

地を表示するロケーションシステムなどが整備され

ました。また、復旧・復興事業のため使用を休止し

ていた清水浜―志津川中央団地付近間 2.9 ㌔も運行

が再開され、7.3 ㌔が一続きになりました。これによ

り、気仙沼―柳津間の所要時間が４分短縮されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～志津川西復興住宅集会所で「たがい市」～ 

 志津川西復興公営住宅の集会所駐車場で 6 月 21

日、住民の交流を促すイベント「出張たがい市」が

開かれました。ＮＰＯ法人ウィメンズアイが主催し

たもので、お弁当や惣菜、手づくり雑貨、園芸品、

パンなどを作るのが得意で、小さな商いをしている

人たちが商品を持ち寄り出店。入居者や地域の住民

などなど約 70 人が買い物を楽しみました。集会所内

にも喫茶とフリーマーケットのコーナーが設けら

れ、賑やかに談笑しながら交流を深めました。 
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当会は今年度、みやぎ地域復興支援助成金（宮城県）、おらほのまちづくり支援事業補助金（南三陸町）、 

みやぎチャレンジプロジェクト助成金（宮城県共同募金会）の支援をいただき活動しています。 

 

〒986-0751 宮城県本吉郡南三陸町志津川字上の山 26 

上山八幡宮 社務所内 minasan.msrk@gmail.com 
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住
民
と
の
協
働
」「
協
働

の
ま
ち
づ
く
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と
い
っ
た

こ
と
が
言
わ
れ
始
め
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感
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か
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」
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で
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一
方
、
震
災
に
よ
っ
て
被

害
を
受
け
た
地
域
の
多
く

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を

含
め
た
よ
り
多
様
な
主
体
が

参
画
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
動

き
が
起
こ
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
動
き
を
一
過
性
の

も
の
に
し
て
は
も
っ
た
い
な

い
。
自
治
体
や
地
域
社
会
が

も
う
一
度
「
協
働
」
の
意
味

を
問
い
直
し
、
地
域
で
実
践

を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
強
く
感
じ
て
い
る
。 

富山名物「マスの笹巻寿司」で入居者もてなす 

～浄土真宗の僧侶らが戸倉復興住宅を訪問～ 

 浄土真宗富山教区の仏教婦人会連盟のメンバー

36 人が 7 月 13 日、戸倉復興住宅を訪問。集会所で

入居者約 30 人と交流しました。東日本大震災物故

者の追悼法要に続く交流会では、婦人会連盟の人々

が富山名物「ます寿司」や白エビのかき揚げ入りの

そばを振る舞い、富山市八尾地区の伝統行事「おわ

ら風の盆」の踊り（＝写真）やマジックショーを披

露。和やかに会食しながら親睦を深めました。 

 

 

 

 

 

住民の交流拠点完成 餅まきでお祝い！ 

～中央行政区集会所で落成式～ 

 今年４月に設立された中央行政区（千葉英志区長、

107戸）に集会所が完成しました。新たな施設は志津川

中央地区の防災集団移転団地の一角に建てられ、木造

平屋建てで、ホールや和室、台所などが整備されまし

た。7月 7日には地域住民ら約 60 人が参加して餅まき

をして（＝写真）コミュニティ活動の拠点完成を祝い

ました。施設使用料は今年度中は無料です。 

 

 

 

 

 

 

「歌津地区復興支援の会一燈」がネットワーク会議 

 歌津地区で活動を行っている「復興支援の会一燈」

（小野寺寛会長、会員約 50 人）が 6 月 26 日、今年度

最初のネットワーク会議（＝写真）を開催しました。

歌津復興交流センターで行われた会議には、行政区

長、契約会長、自治会長、小・中学校の校長など 20

人が出席。平成 30 年度の活動報告・決算報告が承認

され、令和元年度の活動計画・収支予算案を決定した

ほか、各集落の課題について情報を共有しました。 
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